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工事事故対策通信
～架空線を切断する事故が発生しました。～
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【事故の原因】

• 事前に架空線の管理者やクリアランスを確認していなかった。
• 当日の作業員は新規入場者であり、当該箇所の危険性について周知

されていなかった。（ハザードマップには記載あり）
• 朝礼時に確認した作業方法と異なる方法で作業を行った。

（バックホウが架空線下を移動することを想定していなかった。）

【事故の対策】

• ハザードマップ作成に合わせて架空線の管理者やクリアランスを確
認し、関係機関と協議・立会を行う。

• 新規入場者教育や毎朝の朝礼時にハザードマップ等を活用して危険
箇所を共有する。

• 作業を変更する必要が生じた場合は、現場代理人に逐次連絡し、確
認をとった上で作業を行うことを周知徹底する。

バックホウ（0.45ｍ3）の移動中、ブームが架空線に接触して弛ん
だ状態になり、市道を走行していた運送会社トラックが架空線に接
触して切断に至った。

【事故概要】

架空線に接触
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